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キーワード︓ウェアラブル、⽣体情報、フィードバック、⾏動変容、e-skin、国際⽐較

全⾝電⼦⽪膚による⼈間のデジタル化

この国際共同研究の重要性・⾯⽩さは何か（研究の⽬的と意義）
●研究背景
モノのインターネット（IoT）の最前線では、計測対象がモノからヒトへと広がり、⾝に着けて⽣体情報を計測する
ウェアラブルセンサが急速に発展している。様々な⽣体信号が簡単に計測できるようになり、ウェアラブルの応⽤範
囲が拡⼤している。その技術トレンドは、３点に集約できる。第⼀に、短時間の計測から、⻑期の連続観察へと
移⾏している。第⼆には、単⼀パラメータの計測からマルチモーダル計測へのトレンドである。第三のトレンドとして、
データの利活⽤⽅法への検討が進む。どうすれば、ひとびとの⾏動を有効に変えられるかというひとびとの⾏動を有
効に変えられるかというデータの活⽤⽅法へと研究の⼒点が移りつつある。

●研究⽬的
本研究では、⼈間の⽣体情報を全⾝で⾼精度に計測し、かつフィードバック機能を有する究極の全⾝のe-skin
を開発し、⾏動変容を促すための適切なフィードバックを提供することを⽬的とする（図１）。全⾝e-skinは、
パーソナル・カスタマイズするための服型の情報プラットフォームであり、⼈の体型に合わせて各センサやデバイス、伸
縮性の配線の位置を⾃由に配置できる。全⾝e-skinは、装着時の不快感なく、単に着るだけという簡単なユー
ザービリティで、⽇常的な活動中における運動機能、⼼肺機能、体温、接触圧⼒といった複数の⽣体情報を⾼
精度で⻑期間計測できる。また、振動や電気による物理刺激の機能を兼ね備えている。⻑期間のデータ計測に
より、様々な⽣体情報や⾏動変化の正確な解析が可能であり、データに基づいて⼈にフィードバックすることで⼈
の⾏動を変容させる。
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図１ 本研究の俯瞰図。本研究では、全⾝e-skinによって⼈間の⾏動がどのように変化するかを可視化する。 ホームページ等 http://www.ntech.t.u-tokyo.ac.jp/

誰がこの国際共同研究を⾏うのか（優れたグループによる国際共同研究体制）
●⽇本側研究者

どのように将来を担う研究者を育成するのか（⼈材育成計画の内容）
本研究課題では、以下の３つの⽅策によって若⼿研究者を育成する。

【リソースの有効な配分】
アイディアをクイックに実⾏に移せるように、設備の共有化と若⼿の交流をセットにしたモデルを提⽰し、装置の稼働
率を上げるだけでなく、連携を促進する上での有効性を実証する。さらに、クイックなトライによって、前向きな⾒通
しが得られた課題については、迅速かつ柔軟に予算措置をすることによって、国際競争を制するように研究の規模
拡⼤を加速させる。

【多様で優秀な⼈材同⼠の交流】
情報発信⼒を強化して、優秀な若⼿⼈材を集める。異業種連携チームを編成し、チーム内連携を円滑にする。
さらに、優良企業との連携を通じてキャリアパスを拡⼤することによって、最優秀の留学⽣を引き寄せる。国際シン
ポジウム及び若⼿サマーキャンプを実施し、海外への研究者派遣・海外の研究者招聘を進める。

【難問に挑む⽂化の醸成】
どんなに優秀な⼈材が集まり、リソースが効率的に投⼊されても、オリジナリティの⾼い研究へのリスペクトがなけれ
ば、良い学術成果は産み出されない。そのため、⼈が⾏っている研究は⾃分はやらないというマインドセットチェンジ
が重要である。オリジナリティへの挑戦を厭わない若⼿研究を激励し、若⼿に裁量を可能な限り委譲し、PIの経
験でリスクを最⼩化する。
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